
船舶事故等調査報告書 

平成２２年３月２５日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２００９広第３７号 

事故等名 衝突 

発生日時 平成２１年１月９日（金） ０９時５０分ごろ 

発生場所 広島県江田島
え た じ ま

市能美
のうみ

島北方沖 安渡
あんど

島灯台から真方位０６７°１,１００

ｍ付近（概位 北緯３４°１６.８′ 東経１３２°２４.９′） 

事故等調査の経過 平成２１年１月３０日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

船種船名、総トン数 

船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 引船 第三豪
ごう

丸、１７.９２トン 

   ２７０－１８９４６広島、個人所有 

Ｂ モーターボート 龍神
りゅうじん

丸、１.１トン 

   ２７０－４６３２２山口、個人所有 

乗組員等に関する情報 Ａ 船長、一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

Ｂ 船長、二級小型船舶操縦士 

死傷者等 なし 

損傷 Ａ なし（えい
．．

航索切断） 

Ｂ 推進器及び推進器軸曲損 

事故等の経過  Ａ船は、船長が１人で乗り組み、長さ約９３ｍのかき養殖筏（長さ２３

ｍ幅１０ｍのかき養殖筏４台を縦列に連結し、前から３台目の筏に小型船

を係留していた。）を長さ２７５ｍのえい
．．

航索によりえい
．．

航し、約１.２ノ

ット（kn）の速力で自動操舵により北西進中、Ｂ船は、船長が単独で乗り

組み、約２１kn の速力で手動操舵により東北東進中、平成２１年１月９

日０９時５０分ごろ、能美島北方沖において、Ａ船えい
．．

航索とＢ船とが衝

突した。 

気象・海象 気象：天気 曇り、風向 北北東、風力 ２、視界 良好 

海象：潮汐 下げ潮の初期 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

なし 

 船長Ａは、能美島北方沖をかき養殖筏をえい
．．

航

して北西進中、左舷ほぼ正横０.５海里付近から

衝突のおそれのある態勢で接近するＢ船に対し

て警告信号を行わなかったものと考えられる。 

 船長Ｂは、東北東進中にＡ船を認めたのち、Ａ

船に対する適切な見張りを行っていなかったた

め、Ａ船のえい
．．

航するかき養殖筏に気が付かなか

ったものと考えられる。 



原因  本事故は、能美島北方沖において、Ａ船がかき養殖筏をえい
．．

航して北西

進中、Ｂ船が東北東進中、船長Ａが衝突のおそれのある態勢で接近するＢ

船に対して警告信号を行わず、また、船長Ｂが、適切な見張りを行わなか

ったため、Ａ船がえい
．．

航する養殖かき筏に気が付かずに航行し、Ａ船のえ
．

い
．
航索とＢ船が衝突したことにより発生したものと考えられる。 

 




